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4 腫瘍関連抗原の最近の進歩　　小西淳二（京大・核）

　腫瘍により産生され，腫瘍存在のマーカーとなる抗

原性物質を今日広く腫瘍関連抗原と呼んでいる。AFP

やCEAに代表される癌胎児抗原の発見にはじまり，20

年余の歴史をもつ腫瘍関連抗原のラジオアッセイは癌

の診断，治療経過の観察に広汎に利用され，現在では

in　vitro検査の中で最も大きな分野を占めるに至って

いる。なかでも，ここ数年モノクローナル抗体の手法

の導入によって，新しい抗原が相次いで発見され目覚

ましい進歩を示している。そこで本講演ではモノクロ

ー ナル抗体を用いて見出された新しい腫瘍関連抗原の

性状と臨床的意義，従来より知られていた抗原のモノ

クローナル抗体による解析などを中心に，最近の進歩

と将来の展望を述べることにしたい。

　癌細胞でマウスを免疫して得られる多数のモノクロ

ー ナル抗体の中から癌に特異性の高いものをスクリー

ニングし．それを用いて対応抗原を検出するという画

期的な手法により見出され，臨床応用された最初の抗

原がCAl9・9である。これは1979年KoDrowskiらによ

り報告されたものであるが．以後同様な手法で見出さ

れた抗原はいずれも糖鎗抗原でありcarbohydrate　antj－

gen（CA）と名付けられているものが多い。

　CAl9－9は膵癌，胆嚢癌．胆管癌で80％以上の陽性

率を示し，炎症を伴う胆石症以外の良性疾患での陽

性率は極めて低いことより，その臨床的有用性が確立

されている。この抗原はルイス（Le）式血液型物質，

ルィスa型抗原のシアル化したものであることか明ら

かにされた。従って．ルイス遺伝子の欠如したLe（a－．

b－）型のヒト（日本人の約10％）では腫瘍があっても

上昇しない可能性が考えられる。

　CA19－9の成功に刺激され，同じ手法で開発された

抗原の代表的なものはCA125である。　これはと皮性

卵巣癌，特に漿液性嚢胞腺癌で高値を示し．悪性腫瘍

特異性が高い。この他にも胃癌，乳癌（CA15・3）や悪性

黒色腫などで新しい抗原の報告がみられる。

　一方，これまで知られていた腫瘍関連抗原，AFPや

CEAについても，モノクローナル抗体を用いての再検

討が行われている。悪性腫瘍特異性がより高い抗原部

位をモノクローナル抗体で測定しようとする試みであ

る。

　最近の遺伝子工学の進歩により発癌に関係した遺伝

子の遺伝子産物についての知見が蓄積されつつあるが，

これらをモノクローナル抗体を用いて測定することも

実用化されようとしている。腫瘍関連抗原の新しい時

代を拓くものとして今後の進展が期待される

5　　　　頭頸部腫鶏のSPECIと治療

　油井信春（千菓県がんセンター核医）

　　　蹟頸部■癌は他の部位に比べれば早期に確定診

断を得ることが容易であり，i像診断の果すす役割は

病巣の正確な伸展範囲．随れた転移の発見と再発の診

断などにあると考えられる．したがってSPECTの臨床

応用もある程度限定されが，この領域で悪性腫癌が対

象になる綾医学的i●診断法で実際に用いられる甲状
　　　　　　　　　67腺シンチグラフィ．　　　　　　　　　　Gaを用いた■癌シンチグラフ
　　　　　　　　　　　　　99■イ．骨シンチグラフィおよび　　　　　　　　　　　　　　　Tcパーテクネテー
トを用いた唾液●シンチグラフィなどのうち，67Ga

シンチグラフィと骨シンチグラフィを中心に述べる．

　これらは共に全身的な検索を行って潜在する病巣を

他の検査法にさきがけて発見し得ることにその診断的

意義があり，頗頸部■癌においてもその領域を越えた

転移の診断にしばしば用いられてきた．だが碩頸部領
　　　　　　　　　67域内に限れば，従来　　　　　　　　　　Gaシンチグラフィや骨シンチ

グラフィがそれほど重視されていない．　その理由は
67
　Gaシンチグラフィでは病巣に集積しても涙●．唾

液浪．鼻粘膜などの生理的な集積の■なりによって．

また骨シンチグラフィでは■面骨の解剖学的複雑さに

よって正確な伸展や局在の診断が困黄で小病巣が検出

できないことにあると思われる．
　　　　　　　　67　SPECTの導入は　　　　　　　　　Gaシンチグラフィや骨シンチグ

ラフィで頭部や顔部での複雑な解剖学的重なりも分麟

して示すことを可能にし．そのため深部、特に口腔周

辺や頗養底部の正確な診断情報がえられるようになっ

て．頗頸部領域でもその特質を臨床に生かすことが出

来るものと考えられる。

　我々は1981年よりSPECTを導入し．頗頸部領域の検

査にも応用している。これによって他の検査法では診
断が困量であった2c・程の頭頸部腫癌を67Gaシンチ

グラフィによって検出し得た症例も出てきた．また術

後の再発の診断では本来の形態が失われているため，

CIを初めとする他のi像診断法では困難な塙合がしば
　　　　　67しばあるが　　　　　　Ga　SPECTによって診断できる．

　骨SP［CTによっては頭蓋底骨浸潤が早期に検出し得

ると考えられ．とくに上咽頭癌の病期の診断に有用で

ある．

　67
　　GaSP［CTも骨SPECTも全身的検索と併用して同

時に行なわれるので手術か放射●かの治療法の選択に

も有用な情紹をもたらす．

　上咽願癌の治療に放射線と化学療法の併用が行なわ

れるが，fi　SPECTの所見は，その予後と相関性を示唆

し，照射野の設定に際し，多くの情報をもたらすもの

と考えられる．治療成績も示して考察を加える．
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